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話し合いから学び合い
は な あ ま な あ

～話し合いは毎日の授業から～
は な あ ま い に ち じ ゆ ぎよう

５月１８日(水)に、今年度の学ぶ力向上についての県からの
がつ にち すい こん ねん ど まな ちからこうじよう けん

学校訪問が行われました。前号でもお伝えしましたが、水戸小学
がつこうほうもん おこな ぜんごう つた み と しようがつ

校では、「活動中は仲間の考えを受け止め、自分の考えをもち
こう かつ どうちゆう なか ま かんが う と じ ぶん かんが

伝える力 」の育成を目指しています。話合い活動の充実のため
つた ちから いく せい め ざ はなし あ かつどう じゆうじつ

に、学級会の取組を窓口としています。訪問当日は、多くの学級が学級会を行っている授
がつきゆうかい とりくみ まどぐち ほうもんとうじつ おお がつきゆう がつきゆうかい おこな じゆ

業を参観しました。低学年から高学年まで、これまでの取組から話し合う力がついてきてい
ぎよう さんかん ていがくねん こうがくねん とりくみ はな あ ちから

ると思いました。自分たちのことを自分たちで考えて行動する力を高めることから、学ぶ力
おも じ ぶん じ ぶん かんが こうどう ちから たか まな ちから

も向上していきます。学年が上がるにつれて、その内容も高めていきたいです。
こうじよう がくねん あ ないよう たか

２年１組 にこにこえがおになるためには ３年２組 みんなであいさつをしよう
ねん くみ ねん くみ

←６年１組 チーム６－１タイムを計画
ねん くみ けいかく

ミニトマトの観察
かんさつ

そして 日常の授業でも
に ち じよう じ ゆ ぎよう

毎日の教科の授業でもグループで交流 、学び合いを取り入れながらつながった話し合
まいにち きよう か じゆぎよう こうりゆう まな あ と い はな あ

い、自分たちで考える授業を行っています。２年生は、先日植えたミニトマトの観察をグルー
じ ぶん かんが じゆぎよう おこな ねんせい せんじつ う かんさつ

プで交流していました。緑色の小さなトマトができていて、これからの成長を楽しみに観察
こうりゆう みどりいろ ちい せいちよう たの かんさつ
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していました。また、６年生では円の面積について学
ねん せい えん めん せき がく

習 していました。円の面積というと、 中 学校でπｒ２
しゆう えん めん せき ちゆうがつ こう

[ぱいあーるの２じょうと読みます](πは円周率、ｒは
えんしゆうりつ

半径)と覚えよう！と教えていましたが、その公式、(半
はん けい おぼ おし こう しき はん

径)×(半径)×(円周率)がどのようにして導かれる
けい はん けい えんしゆうりつ みちび

のかという筋道を具体的な作業を通して丁寧に学ん
すじみち ぐ たいてき さ ぎよう とお ていねい まな

でいました。しっかりと論理的に考える力をつけて、
ろん り てき かんが ちから

中学校入学までに確実に自分のものにしてほしい
ちゆうがつ こうにゆうがく かく じつ じ ぶん

です。 各クラブの連絡
円の面積の学習

クラブの活動が始まっています
か つ ど う は じ

前回は教室で計画を立てていましたが、５／２３(月)から
ぜんかい きようしつ けいかく た げつ

本格的に活動が始まりました。昇降口の連絡場所に、クラ
ほん かく てき かつ どう はじ しようこう ぐち れん らく ば しよ

ブごとに活動内容や準備物が子どもたちによって記入さ
かつ どう ない よう じゆん び ぶつ こ き にゆう

れ、それにしたがって当日の活動を行います。各クラブでは
とうじつ かつどう おこな かく

４年生から６年生までの子どもたちが楽しく活動していまし
ねんせい ねんせい こ たの かつ どう

た。また、ボ
ラ ン テ ィ ア
のみなさん
も 協 力 し

きよう りよく

て く だ さ っ
て い ま す 。
自 主 的 な
じ しゆ てき

力 を 身 に
ちから み

つける大切
たい せつ

な場面です。企画、実行とたくさんの知恵を出し合って取り組んでいます。
ば めん き かく じつこう ち え だ あ と く

５月も下旬になって、学級担任や学年主任の時に子どもたちにしていたこんな話を思い
げ じゆん がつきゆうたんにん がくねんしゆにん とき こ はなし おも

出しました。『ゆでガエル』禁止。『ゆでガエル理論・現象』などと言われるこのことは、「カエ
だ きん し り ろん げんしよう い

ルを熱湯の中に入れるとすぐに飛び跳ねて逃げ出すが、水から徐々に温度を上げていくと水
ねつとう なか い と は に だ みず じよじよ おん ど あ すい

温の上 昇を気づかず茹でられ死んでしまう」という寓話が元となっています。寓話にあるカ
おん じようしよう き ゆ し ぐう わ もと ぐう わ

エルの状態を指すように、人間は環境適応能力が高いため、ゆっくりと進む環境の変化に
じようたい さ にんげん かんきようてきおうのうりよく たか すす かんきよう へん か

は気づきにくく、気が付いた時には手遅れになるということを表しているのです。ただし、実際
き き つ とき て おく あらわ じつさい

にはカエルを熱湯に入れると逃げ出す間もなく死んでしまい、
ねつとう い に だ ま し

常温から徐々に水温を上げていくと、途中で逃げ出すそうで
じようおん じよじよ すいおん あ と ちゆう に だ

す。このお話をするのは、例え話にあるように、知らず知らず
はなし たと ばなし し し

のうちに自分のピンチが進行していないかと振り返ることのき
じ ぶん しんこう ふ かえ

っかけにという思いがありました。去年まではやっていたのに
おも きよ ねん

…、４月にはできていたのに…ということはないでしょうか。自
じ

分も１学期の折り返しが近づく今、振り返る機会にしたいと思
ぶん がつ き お かえ ちか いま ふ かえ き かい おも

っています。 (山田)
やま だ

水戸に吹く風
み と ふ か ぜ

卓球クラブ

家庭クラブ


